
『
駅
家
町
の
古
墳

』

田
口
　
義
之

福
山
市
北
郊
の
駅
家
町
周
辺
は
古
代
遺

跡
の
宝
庫
で
数
多
く
の
古
墳
が
存
在
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
そ
れ
ら
の
中
で
五
月
五

日
の
「
親
子
古
墳
め
ぐ
り
」
に
因
ん
で
、

服
部
大
池
周
辺
の
古
墳
を
招
介
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

二
子
塚

（
駅
家
町
中
島
字
池

の
内
）

福
塩
線
近
田
駅
に
際
り
立

つ
と
北
方
に

「
弥
生
ケ
丘
団
地

」
が
広
が

っ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
団
地

の
東
北
角
に
存
在
す
る
前

方
後
円
墳

で
す
。
全
長
約
六
十
八
メ
ー
ト

ル
、
高
さ
六
、
五
メ
ー
ト
ル
を
計
り
、
前

方
部
を
西

に
向
け

て
い
ま
す
。
後
円
部
に

は
南

に
開

口
し
た
全
長
十
三

メ
ー
ト
ル
の

長
大
な
横
穴
式
石
室
が
残
り
、
後
期
古
墳

（
六
Ｃ
後
半
）
と
し
て
は
県
内
最
大
の
規

模
を
誇
り
、
古
代
備
南

で
栄
え
た
吉
備
晶

治
国
造
の
墓

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
県
史
跡
。

宝
塚

（
駅
家
町
新
山
字
小
山
田
）

二
子
塚
か
ら
谷
を
は
さ
ん
で
北
方
の
丘

陵
に
存
在
す
る
古
墳
時
代
後
期

の
円
墳

で

横
穴
式
石
室
を
も

っ
て
い
ま
す
。
墳
丘
は

径
十
五

メ
ー
ト
ル
と
小
規
模

で
す
が
石
室

の
全
長
は
七
、
七
メ
ー
ト
ル
と
附
近
の
古

墳

の
中
で
は
大
き
な
方

で
す
。
こ
の
古
墳

の

一
帯

に
は
他

に
も
多
く

の
古
墳
が
知
ら

れ
、
中
で
も
宝
塚
東
方

の
丘
陵
上
に
は

「
狐
塚

」
と
呼
ば
れ
る
全
長
十

メ
ー
ト
ル

余

の
巨
大
な
石
室
を
持

っ
た
古
墳
も
存
在

し
ま
す
。

大
迫
古
墳

（
駅
家
町
新
山
字
大
迫
）

服
部
大
池

の
北

に
存
在
し
、

か
つ
て

″
金
環

″
が
出
土
し
た
こ
と
か
ら

「
金
環

塚

」
と
し
て
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
る
古

墳

で
す
。
墳
丘
は
全
壊
し
て
痕
跡
も
止
ど

め
て
い
ま
せ
ん
が
附
近

の
地
形
か
ら
円
墳

か
方
墳
だ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
内
部

の
横
穴
式
石
室
は
全
長

十

二
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
見
事
な
も
の
で
、

玄
室
は
長
さ
六
メ
ー
ト
ル
、
巾

二
、
五
メ

ー
ト
ル
、
一高
さ
二
、
七
メ
ー
ト
ル
を
計
り
、

周
辺
の
後
期
古
墳

の
中
で
は
最
大
級

の
も

の
と
し
て
県
史
跡

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
の
神
古
墳

（
駅
家
町
法
成
寺
字
西
組
）

服
部
大
池
東
方

の
丘
陵
突
端
に
存
在
す

る
後
期
古
墳

で
、
以
前
は
前
方
後
円
墳
と

し
て
招
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
現
在

で
は

径
十

二
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
四
メ
ー
ト
ル
の

小
円
墳
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
古

墳

の
特
徴
は
内
部

の
横
穴
式
石
室

で
、
石

材
を
ド
ー
ム
状
に
積

み
上
げ
た
玄
室
は
大

陸

の
影
響
を
強
く
残
し
、
備
後
最
古

の
横

穴
式
石
室

の

一
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

二
塚

（
駅
家
町
法
成
寺
字
西
下
組
）

山

の
神
古
墳

の
南
東
三
百

メ
ー
ト
ル
の

宅
地

の
中
に
存
在
す
る
後
期
古
墳

（
六
Ｃ

末
）

で
墳
丘
は
早
く
よ
り
失
な
わ
れ
、
長

さ
四

メ
ー
ト
ル
、
巾

二
、
五
メ
ー
ト
ル
、

高
さ
三

メ
ー
ト
ル
の
横
穴
式
石
室

の

一
部

の
み
が
石
材
を
露
出
さ
せ
て
残

っ
て
い
ま

す
。
そ
の
規
模
は
県
下
で
も
最
大
級

の
も

の
で
完
存
し
て
い
れ
ば
ど
ん
な
に
素
晴
ら

し
い
か
惜
ま
れ
る
古
墳

で
す
。

坪
生
町
史
跡
巡
り
を

担
当
し
て

三
月
二
十
二
日
朝
か
ら
花
ぐ
も
り
の
中
、

福
山
駅
前
よ
リ
バ
ス
な
乗
り

一
路
坪
生

へ

と
向

っ
た
。

城
郭
研
究
部
会
で
は
昨
年
城
郭
研
究
の
近

道
と
し
て
城
郭
研
究
の
し
お
り
を
作
成
し

た
。
そ
の
時
神
辺
城
周
辺
の
諸
城
は
調
査

研
究
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、
南
外
郭
と
云

わ
れ
る
坪
生
周
辺
の
所
が
空
自
と
な

っ
て

い
た
。
そ
こ
で
部
員

の
各
氏
か
ら
調
査
し

て
は
と
云
う
意
見
が
も
ち
あ
が
り
、
ま
ず

坪
生
周
辺
を
歩
い
て
見
よ
う
と
の
話
し
に

な

っ
て
企
画
し
た
。

山
城
に

つ
い
て
は
、
仁
井
山
城
、
南
山
城
、

西
山
城
、
龍
王
山
城

（
小
早
川
隆
景
初
陣

の
地
）
清
水
丸
古
戦
場
を

メ
ー
ン
に
し
て
、

始
め
は
身
変
わ
り
地
蔵

か
ら
五
年
程
前
に

行

っ
た
時

に
は
、
田
ん
ぼ
の
中
に
ポ

ツ
ン

と
立

っ
て
い
た
が
、
そ
れ
が

こ
こ
数
年

の

う
ち
に
社
が
建
ち
、

ノ
ボ
リ
も
上
が

っ
て

見
違
え
る
様

に
な

っ
て
い
た
。
そ
し
て
清

水
丸
古
戦
場

で
は
、
中
国
地
方

の
覇
権
を

賭
け
、
大
内
、
毛
利
、
尼
子
が
競

っ
た
戦

国
時
代

に
思
い
を
は
せ
、
土
居
大
塚
遺
跡

で
は
、
荒
廃
し
た
五
輪
塔

や
宝
こ
院
塔
が
、

春
の
日
差
し
に
淋
し
く
立
ち
並
び
、
昼
食

は
次

の
予
定

の
神
森
神
社
境
内

に
て
食

べ
、

休
そ
く
し
た
後
、
石
州
往
来

（
石
見
国
島

根
県
大
田
市
大
森
か
ら
備
中
笠
岡
市
）
を

歩
き
、
十
四
時
過
ぎ
早
く
終

っ
た
の
で
福

山

へ
も
ど
り
喫
茶

ア
ポ

ロ
で
会
員

の
人
達

と

コ
ー
ヒ
ー
を
飲

み
な
が
ら
雑
談
帰
路
に

つ
い
た
。

あ
ら
楽
し

史
跡
巡
れ
ば
坪
生

の
庄

春

の
香
お
り
に
心
な
ご
ま
ん

後
藤
　
匡
史
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坪

生

町

散

策
乗
原
　
由習

一

桃

の
つ
ば
み
も
ほ
ん
の
り
と
色
づ
い
た
、

二
月

二
十

二
日
朝
、
曇
り
空
も
次
第

に
薄

れ
て
来

て
、
絶
好

の
史
跡
巡
り
と
な

っ
た
。

九
時
十
分
発
井
笠
バ
ス
で
、
三
十
余
名
車

中

に
ぎ
や
か
に
坪
生
町

へ
と
向
う
。
途
中

運
転
手
さ
ん
に
、

「
何
所
で
下
車
を
す
る

の
で
す
か

」
と
問
わ
れ
、
下
車
予
定

の
農

協
支
所
は
も
う
通
過
し
て
い
る
事
を
知
り
、

ル
ン
ル
ン
気
分

で
乗

っ
て
い
た

一
同
あ
わ

て
て
下
車
。

今
日
の
案
内
役
後
藤
さ
ん
の
、
分
か
り

易

い
名
調
子
に
導
び
か
れ
て
、
身
替
わ
り

地
蔵

よ
り
清
水
丸
古
戦
場

へ
と
、
音
日
の

面
影
を
想
い
浮

べ
乍
ら
歩
く
と
、
大
き
な

道
路
に
出
る
。
川
か
と
思
う
と
建
設
中
の

山
陽
自
動
車
道
と
の
事
、
新
旧
の
変
化
の

は
げ
し
さ
に
唯

々
目
を
見
は
る
の
み
で
し

た
。
続

い
て
土
居
大
塚
館
跡
。
神
森
神
社

を
経

て
石
州
往
来

へ
と
巡
り
歩

い
た
が
、

各
所
に
立
て
ら
れ
て
い
る
歴
史
説
明
板
に
、

郷
土

に
残
さ
れ
た
古

い
史
跡
を
残
そ
う
と

す
る
土
地

の
人

々
の
心
遣
い
が
偲
ば
れ
ま

し
た
。

一
番
感
じ
た
事
は
、
沈
丁
花

の
匂
う
坪

生
氏
の
古

い
墓
地

（土
地

の
人
は

ク
お

つ

ぼ
う
さ
ん

″
と
云
う
）
を
見
て
、
其

の
荒

廃
の
ひ
ど
い
こ
と
。
墓
地
の
前
の
お
ば
あ

さ
ん
の
話
し
に
依
る
と
、
昔
は
現
在
の
墓

の
数
倍
も
有

っ
た
と
か
。
墓
盗
人
の
為
に

墓
石
が
次
第
に
少
な
く
な
っ
て
了
い
、
心

な
い
人
が
い
る
も
の
だ
と
嘆
か
れ
て
居
ら

れ
ま
し
た
。

帰
途
は
自
木
蓮
の
花
を
賞
で
乍
ら
、
福

山
駅
前

へ
と
バ
ス
は
走
る
。

四
月
例
会
報
告

四
月
五
日

（
日
）
は
快
晴

に
恵
ま
れ
、

四
十

一
人

の
参
加
が
あ

っ
た
。
九
時

に
駅

前
釣
人

の
像
を
出
発
し
、
湯
殿
で
受
付
と

説
明
を

一
時
間
行
な

っ
た
後
、
城
内
を
見

学
。
桜
は
早
や
四
分
咲
き
位
で
、
花
見
客

の
間
を
か
き
分
け
な
が
ら
城
内
を
ま
わ
る
。

昼
食

の
後

一
時

に
天
守
閣
下
を
出
発
、
昼

か
ら
は
城
北

の
寺
社

の
見
学

で
、
三
蔵
稲

荷
―
護
国
神
社
―
常
福
寺
―
ど
ん
ど
ん
池

―
福
山
八
幡
宮
―
艮
神
社
―
妙
政
寺
―
胎

蔵
寺

の
順

で
廻
る
。
常
福
寺

で
は
住
職
、

三
蔵

・
艮
両
社

で
は
神
主
さ
ん
か
ら
も
説

明
を
受
け
、
胎
蔵
寺

で
は
普
段
見
れ
な
い

御
本
尊
も
拝
観

で
き
た
。
四
時
半

に
解
散

す
る
。

講
師
は
神
社
を
種
本
実
、
寺
を
森
紀
子
、

福
山
城
を
吉
田
和
隆

の
三
名
が
そ
れ
ぞ
れ

担
当
し
た
。
又
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
山
陽
新
聞
が
取

材

に
訪
れ
、
当
日
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ロ
ー
カ
ル
ニ
ュ

―
ス
に
放
映
さ
れ
、
又
翌
日
月
曜
の
山
陽

新
間
に
も
掲
載
さ
れ
た
。

御
調
例
会
を

お
楽
し
み
に

担
当
　
住
貞
　
義
量

御
調
町
は
尾
道
の
北
で
西
は
三
原
市
、

東
は
府
中
市
に
、
北
は
世
羅
郡
甲
山
町
に

囲
ま
れ
て
い
る
。

人
口
は
約
八
、
六
〇
〇
人
の
農
村
地
帯

で
あ
る
。
町
内
に
は
数
多
く
の
古
墳
や
山

城
が
残

っ
て
い
る
。

県
内
で
は
三
例
し
か
な
い
と
い
う
特
殊

器
台
が
、
御
調
川
中
流
北
岸
の
貝
ケ
原
よ

り
出
土
し
て
い
る
。
遺
跡
は

一
〇
〇
ケ
所

を
越
え
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
、

そ
の
ま
ま
保
存
さ
れ
て
い
る
。
又
自
鳳
期

と
言
わ
れ
て
い
る
本
郷
平
廃
寺
跡
が

一
昨

年
よ
り
発
掘
調
査
が
開
始
さ
れ
、
今
年
の

秋
に
は
三
年
次
月
の
調
査
が
行
な
わ
れ
る

予
定
で
あ
る
。

町
内
に
は
備
前
国
福
岡

一
文
字
の
末
裔

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
町
重
要
無
形
文
化
財

保
持
者
の
刀
匠
川
崎
貞
行
氏
が
今
も
元
気

に
家
伝
の
鍛
刀
を
さ
れ
て
い
る
。
刀
匠
は

全
国
的
に
も
少
な
く
県
内
で
は
八
名
の
刀

匠
が
文
化
庁
の
許
可
を
受
け
ら
れ
て
い
る
。

日
本
刀
は
世
界
に
比
類
の
な
い
美
術
工
芸

品
と
し
て
愛
蔵
さ
れ
て
い
る
。
作
刀
は
厳

し
い
修
業
と
精
神
力
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る

の
で
あ
る
。
こ
の
鍛
練
の
状
況
を
見
学
さ

せ
て
貰
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

町
内
有

一
の
国
重
要
文
化
財
で
あ
る
真

宗

・
備
後
三
ケ
寺
の

一
つ
と
言
わ
れ
て
い

る
市
の
照
源
寺
に
本
彫
で
鎌
倉
期
の
涅
槃

像
が
あ
る
。
彫
刻
さ
れ
た
も
の
は
全
国
的

に
も
数
体
し
か
な
い
。
涅
槃
図
は
多
く
こ

れ
は
、
釈
迦
入
滅
に
際
し
門
下
の
大
衆
、

動
物
を
は
じ
め
生
け
と
し
生
き
る
も
の
が

相
集

っ
て
悲
嘆
に
く
れ
て
い
る
有
様
を
表

現
し
た
も
の
で
あ
る
。

町
の
歴
史
民
俗
資
料
館
は
、
ひ
ろ
し
ま

県
民
文
化
百
選
の
「
建
物
編

」
に
選
ば
れ

て
い
る
。
建
物
は
明
末
期
に
村
役
場
と
し

て
築
造
さ
れ
た
も
の
を
資
料
館
に
改
造
し

た
も
の
で
あ
る
。
展
示
品
と
し
て
は
、
本

郷
平
廃
寺
跡
の
軒
丸
瓦
等
の
出
土
品
を
始

め
、
考
古
、
歴
史
、
民
俗
関
係
の
資
料
千

数
点
が
あ
る
。

県
の
重
文
は
、
民
俗
関
係
で
は
「
み
あ

が
り
踊
り
」
「
御
調
神
楽

」
、
美
術
品
と

し
て
は
、
町
の
西
部
に
真
言
宗

・
園
光
寺

所
蔵
の
木
造
地
蔵
菩
薩
座
像
と
町
の
北
部

真
言
宗

・
北
方
坊
に
高
さ
十

一
セ
ン
チ
と

小
型
で
は
あ
る
が
室
町
期
の
木
造
地
国
天

立
像
が
あ
る
。

天
然
記
念
物
で
は
町
の
東
部

・
菅
野
地

区
の
仁
野
に
ナ
ナ
ミ
ノ
キ

。
そ
し
て
菅
の

ム
ク
ノ
キ
が
県
指
定
で
あ
る
。
そ
の
外
町

/肝
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内

に
は
、
町
指
定

の
文
化
財

や
数
多
く
の

有
形
文
化
財
を
保
有
し
て
い
る
。
全
部
を

紹
介
出
来
な
い
の
が
残
念

で
あ
る
。
昼
食

は
町

の
中
央
部
の
県
立
ふ
れ
あ
い
の
里
に

し
て
い
る
が
、
こ
こ
に
は
御
調
町
出
身
で

現
代
彫
刻
界
第

一
人
者

の
回
鍔
勝
三
先
生

の
プ

ロ
ン
ズ
像

「
花
園
の
歌

」
が
あ
り
、

″
ふ
れ
あ
い
″
と

″
い
こ
い
″
の
場
に
ふ

さ
わ
し
く
訪
れ
た
方
が
ど
う
し
て
も
カ
メ

ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
ら
ず

に
は
お
れ
な

い
所
で
あ
る
。
又
、
町

の
西
部

に
は
今
秋

よ
り
貯
水
す
る
御
調
ダ
ム
が
あ
る
。

※
参
加
御
希
望

の
方
は
後
記
例
会
案
内

を
御
覧
下
さ
い
。

Ａ
マ
ン
ガ
福
山
の
歴
史

パ
ー
ト
Ⅲ
Ｖ

森
　
　
紀
子

マ
ン
ガ
水
野
勝
成

に
続

い
て
「
出
逢
い

の
海

・
輛
の
浦

」
が
、
中
山
善
照
氏
に
よ

っ
て
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
又
々
、

福
山
市

で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

や
は
り
柳

の
下
に
二
匹
目

の
ド
ジ

ョ
ウ
が

い
た
よ
う
で
す
。

丁
。

私
は
昨
年
夏
、
放
送
局

（
Ｒ
Ｃ
Ｃ
）

で

初
め
て
中
山
氏
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
時

に
中
山
氏
が
輛

の
歴
史

に
関
心
を
持

っ
て
お
ら
れ
る
事
を
知
り
ま
し
た
。
そ
の

項
す
で
に
水
野
勝
成

に
続

い
て
輛
の
歴
史

を

マ
ン
ガ
に
す
る
べ
く
準
備
中
で
し
た
。

晩
秋

に
は
別

の
放
送
局

（
ホ
ー
ム
テ
レ
ビ
）

が
そ
の
マ
ン
ガ
の
出
来
る
ま
で
の
番
組
を

制
作
す
る
事
に
な
り
、
私
に
も
撮
影
に
立

ち
会

っ
て
欲
し
い
と
の
要
請
が
あ
り
協
力

し
ま
し
た
。
そ
の
様
な
わ
け
で
私
は
こ
の

マ
ン
ガ
が
出
来
上
が
る
の
を
大
変
楽
し
み

に
し
て
い
ま
し
た
。

「
出
逢

い
の
海

・
輛
の
浦

」
を
読
ん
で
、

今
回
は

マ
ン
ガ
と
し
て
は
、
か
な
リ
ハ
イ

レ
ベ
ル
に
扱

っ
て
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

絵

の
間
に
解
説
、
補
注
、

エ
ピ

ソ
ー
ド
な

ど
親
切
な
説
明
が
多
数
加
え
て
あ
り
ま
す
。

内
容

の

一
部
に
は
伝
承
、
或

い
は
伝
説
を

取
り
上
げ

て
あ
り
ま
す
か
ら
、
歴
史
家

の

日
か
ら
見
れ
ば
、
ウ
ー
ン
？
と
首
を
捻
る

場
面
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
、
郷
土

史
は

一
般
的
に
は
硬
い
印
象
が
あ
り
ま
す

か
ら
、

マ
ン
ガ
で
分

か
り
易
く
解
説
し
て

あ
れ
ば
、
入
門
書
と
し
て
は
格
好

の
本

で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
内
容
は
当
然
の

事
な
が
ら
浅
薄

に
な
り
ま
す
が
、
簡
単
に

読
め
て
内
容
が
把
握
し
や
す

い
利
点
が
あ

り
ま
す
。
現
代

の
子
供
た
ち
に
し
て
も
若

い
人
た
ち
に
し
て
も
、

テ
レ
ビ
で
育

っ
た
、

い
わ
ゆ
る
ビ
ジ

ュ
ア
ル
世
代

で
す
か
ら
、

て

っ
と
り
早
く
知
識
を
吸
収
出
来
る
と
こ

ろ
が
受
け
る
所
以
で
し

ょ
う
。

こ
の
マ
ン
ガ
が
発
刊
さ
れ
た
事
が
引
き

金
と
な
り
、
輛
に
住
む
青
年
達
が
中
心
と

な

っ
て
「
輛
を
愛
す
る
会

」
を
発
足
さ
せ

ま
し
た
。
豊
か
な
歴
史
的
遺
産
、
或
い
は

観
光
資
源
を
有
し
な
が
ら
今
ひ
と
つ
低
迷

し
て
い
る
輛
町
の
「
町
お
こ
し
」
に
立
ち

上
が
っ
た
の
で
す
。
そ
の
為
の
シ
ン
ポ
ジ

ュ
ウ
ム
が
二
月
二
十
三
日
夜
、
輛
の
浦
会

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
基
調
講
演
を
中
山

氏
が
さ
れ
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
「
行
動

へ
′
今
日
か
ら
輛
は
面
白
い
」

を
テ
ー
マ
に
、
は
き
も
の
博
物
館
の
丸
山

氏
、
中
小
企
業
団
体
中
央
会
指
導
部
長
の

中
村
氏
、
県
観
光
振
興
室
長
の
榊
氏
、
京

都
大
学
建
築
学
科
の
山
崎
先
生
の
四
人
が

中
国
新
聞
福
山
支
社
長
の
山
本
氏
の
司
会

で
討
論
を
重
ね
、
い
ろ
い
ろ
と
提
言
さ
れ

ま
し
た
。
聴
衆
の
中
に
牧
本
市
長
が
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
で
来
て
お
ら
れ
、
行
政
側
の
立

場
の
人
と
し
て
コ
メ
ン
ト
を
求
め
ら
れ
る

と
い
う
思
わ
ぬ
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し

た
。こ

の
日
私
は
、
福
山
駅

へ
京
大

の
山
崎

先
生
を
出
迎
え
、
そ
の
足
で
福
山
城
、
明

王
院
、
輛
の
浦
と

一
緒

に
建
造
物
を
見
て

ま
わ
り
ま
し
た
。
先
生
は
各
地

の
町
並
み

保
存

に
携
わ
ら
れ
、
と
り
わ
け
京
都

の
三

寧
坂
な
ど
の
町
並
み
保
存
に
力
を
い
れ
て

こ
ら
れ
た
だ
け
に
、
専
門
家

の
日

で
輛
の

町
を
観
察
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

『
ぜ
ひ
輛
を
町
並
み
保
存
地
区
に
す

べ
き

で
す
。
古

い
町
並
み
と
新
し
い
建
物

の
調

和
は
可
能

で
す
。

』
と
お

っ
し

ゃ
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
に
以
前
、
文
化
財
保
護
審

議
委
員
会

で
提
出
さ
れ
て
い
た
輛
の
町
並

み
保
存

の
要
望
書
に
も
目
を
通
し
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

こ
の
様
な
問
題
は
机
上

の
空

論
だ
け
で
は
、
予
算
を
楯

に
な
か
な
か
行

政
は
動

い
て
く
れ
ま
せ
ん
。
住
民

一
人

一

人

の
問
題
意
識
が
重
要

で
す
。
そ
の
為
の

行
動
を
起
こ
し
た
輛
の
青
年
た
ち
に
私
は

拍
手
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
も

中
山
氏
の

マ
ン
ガ
が
輛
を
愛
す
る
人
た
ち

の
行
動
指
針
と
な

っ
た
事
は
否
め
な
い
と

思
い
ま
す
。
丸
山
氏
が
こ
れ
か
ら
は
知
恵

と
実
行
力
を
競
争
す
る
時
代
だ
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
本
当
に
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。

日
先
だ
け
で
理
想
を
言

っ
て
も
進
歩
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ

の
意
味

で
歴
史
開
発
を
多

面
的

に
捉
え
る
中
山
氏
を
、
た
だ
も
の
で

は
な
い
な
、
と
の
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

「
輛
を
愛
す
る
会

」
は
発
足
し
た
ば
か

り
で
す
。
し
か
し
、
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
な

英
知
を
結
集
し
て
輛
の
浦
は
こ
れ
か
ら
確

実
に
様
変
わ
り
し
て
い
く

で
し
ょ
う
。

戸
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『
城
研
ニ
ュ
ー
ス
』

ク
椋
山
城
跡
調
査
終
了
ク

城
郭
研
究
部
会

昨
年
十
月
か
ら
測
量
に
入

っ
て
い
た
福

山
市
駅
家
町
服
部
永
谷
に
所
在
す
る
中
世

山
城
跡

「
椋
山
城

」
の
調
査
は
去

二
月
十

五
日
を
以

っ
て
終
了
し
た
。

二
月
十
五
日
は
天
候
に
め
ぐ
ま
れ
厳
冬

と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の
暖
か
さ
で
作
業
は

急
ピ

ッ
チ
で
進
ん
だ
。

参
加
者
は
田
日
、
山
下
、
七
森
、
後
藤

の
４
名
と
や
や
少
な
い
人
数
だ

っ
た
が
地

元

の
人
々
の
熱
心
な
協
力
も
あ

っ
て
午
後

三
時
過
ぎ
に
は
各
郭

の
調
査
を
お
え
下
山

し
た
。

こ
の
調
査
に
よ

っ
て
判
明
し
た
こ
と
は

椋
山
城
は
典
型
的
な
室
町
期
山
城

の
姿
を

残
し
て
い
る
貴
重
な
遺
跡
だ
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
調
査
報
告
は
後
日
発
表
す
る
予

定
だ
が
、
服
部
谷
と
い
う
小
地
域

の
山
城

と
し
て
は
形
態
も
整
い
、
そ

の
実
態
解
明

け
必
ず

や
地
方
史
研
究
に
益
す
る
こ
と
だ

ス
了
つ
。

余
談
だ
が
地
元
の
人
々
の
熱
意
に
は
頭

が
さ
が
る
思
い
が
す
る
。
文
化
財

の
史
跡

指
定

に
あ
た

っ
て
は
文
化
財
そ
の
も
の
の

学
問
的
価
値

の
重
要
度
は
む
ろ
ん
の
こ
と

だ
が
、
ま
ず
な
に
よ
り
も
文
化
財
に
愛
着

を
持
ち
、
先
祖
の
遺
産
と
し
て
守
ろ
う
と

す
る
多
く
の
人
々
の
存
在
が
大
前
提
で
は

な
か
ろ
う
か
。

（
中
世
を
読
む
会

）

毎
月
第
二
金
曜
日
　
午
後
六
時
三
〇
分

於
福
山
市
民
会
館
第
二
会
議
室

城
郭
研
究
部
会
事
務
局

〒
７２０
　
福
山
市
多
治
米
町
九

一
六

田
口
義
之
方

■

（〇
八
四
九
）
五
三
―
六

一
五
七

五
月
例
会

ク
御
調
町
史
跡
め
ぐ
り
″

参
加
者
募
集

・
期
日
　
五
月
二
十

一
日

（
日
）

午
前
八
時
三
十
分
福
山
駅
裏

キ

ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
前
集
合

・
見
学
予
定
　
刀
匠
川
崎
貞
行
氏
訪
間
、

照
源
寺
、
町
立
歴
史
民
俗
資
料

館
、
本
郷
平
廃
寺
、
円
光
寺
、

御
調
ダ
ム
。

・
講
師
　
住
貞
義
量
御
調
町
郷
土
史
研
究

会
事
務
局
長
。

・
会
費
　
一
一千
五
百
円

（貸
切
バ
ス
代
、

謝
礼
等
実
費
）

非
会
員
　
一二
千
円

・
定
員
　
四
十
五
名

・
申
し
込
み
方
法
　
電
話
か
ハ
ガ
キ
で
事

務
局

（神
谷
方
）
ま
で
お
申
し

込
み
下
さ
い
。
定
員
に
達
し
次

第
締
切
り
ま
す
。

ｏ
備
考
　
弁
当
持
参
、
雨
天
決
行
。

（
事
務
局

）

〒
７２０
　
福
山
市
西
深
津
町
七
―
ニ
ー
七

神
谷
和
孝
方

■

（〇
八
四
九
）
二
一
―
三
九
四
〇

ト

ビ

ッ

ク

ス

後
藤
　
匡
史

一
、

末
森
氏
担
当

の
二
月
例
会

で
行

っ
た

楽
音
寺
が
此
の
度
、
広
島
県

の
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
た
。

当
日
、
指
定
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
の
末

森
氏
提
案

で
何
か
探
訪
会

の
会

で
も
出
来

な
い
か
と
の
事

に
て
、

ノ
ボ
リ
を
寄
贈
す

る
こ
と
に
決
め
た
。

寄
せ
棟
造
り
本
瓦
ぶ
き

慶
長
三
年

（
一
五
九
八
年
）
再
建
と
云
う
。

二
、
此
の
度
、
沼
田
小
早
川
氏
四
代
茂
平

の
宝
稼
院
塔
修
復
中
、
中
か
ら
遣
骨
や
副

葬
品

の
珠
数
玉
等
が
見

つ
か

っ
た
。
宝

院
塔

の
中
か
ら
遺
骨
が
見

つ
か

っ
た
こ
と

に

つ
い
て
は
、
め
ず
ら
し
い
と
云
う
。

墓
は
本
郷
町
船
木
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派
永

福
寺
。

ヽ

三
、
岩
谷
山
、
青
目
寺

第
五
十
六
回
開
帳
法
要
、
四
月
二
日
か
ら

五
日
の
間
の
三
日
間
、
文
化
財
及
び
大
蛇

頭
蓋
骨
も
特
別
公
開
、
本
尊
は
十

一
面
観

世
音
菩
薩
。
府
中
市
中
須
町
　
小
寺
幸

一
氏

編

集

後

記

今
回
は
、

″
お
わ
び
の
ペ
ー
ジ

″
と
し

た
方
が
い
い
よ
う
な
欄
な
の
で
す
が
、
忙

し
く
て

（公
私
と
も
？
）
原
稿
は
集
ま

っ

た
の
で
す
が
、

ス
ペ
ー
ス
は
あ

っ
た
の
に
、

の
せ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ゴ

メ
ン
ナ
サ

′■
。最

後
に
新
入
会
員
の
紹
介

で
す
。

以
上
の
方
々
で
す
。
よ
ろ
し
く
。

CONFIDENTIAL
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